
福
井
県
に
お
け
る
郷
土
史
研
究
の
動
向 

～
平
成
24
年
～ 

  

福
井
県
文
書
館
は
、
開
館
以
来
資
料
叢
書
を
定
期
的
に
刊
行
し
て
き
た
が
、
そ
の
第
９

巻
と
し
て
福
井
藩
士
履
歴
の
刊
行
を
予
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
「
剥は

ぎ

札ふ
だ

」
と
「
士
族
」（
い

ず
れ
も
松
平
文
庫
蔵
）
を
家
ご
と
に
つ
な
ぎ
、
五
十
音
順
に
組
み
替
え
編
集
し
直
す
も
の

で
、
ル
ー
ツ
調
べ
に
役
立
つ
ほ
か
、
明
治
維
新
後
に
近
代
日
本
を
支
え
た
人
材
創
出
を
解

明
す
る
上
で
も
活
用
が
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
「
幕
末
福
井
」
を
福
井
ブ
ラ
ン
ド
の
ひ
と
つ

と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
福
井
県
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
松
平
春
嶽
が
記
し
た
代
表

的
な
随
想
記
『
眞み

雪ゆ
き

草
子

ぞ
う
し

』、『
閑
窓
秉

か
ん
そ
う
へ
い

筆ひ
つ

』『
雨
窓

う
そ
う

閑
話
稿

か
ん
わ
こ
う

』、『
前
世
界
雑
話
稿

ぜ
ん
せ
か
い
ぞ
う
わ
こ
う

』

の
現
代
語
訳
を
作
成
し
た
。 

次
に
平
成
24
年
に
刊
行
さ
れ
た
主
な
出
版
物
を
紹
介
し
、
県
内
郷
土
史
研
究
の
動
向
と

し
た
い
。 

 一
、 

目
録
・
自
治
体
史
・
地
域
史
等 

 

目
録
で
は
、『
越
知
神
社 

劔
神
社 

瀧
谷
寺
文
書
目
録
』（
福
井
県
教
育
委
員
会
）

が
刊
行
さ
れ
た
。
白
山
信
仰
ゆ
か
り
の
寺
社
の
存
在
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
３
年
に

わ
た
り
調
査
し
た
も
の
で
あ
る
。 

市
史
で
は
、
越
前
市
が
『
越
前
市
史
』
資
料
編
24
「
明
治
維
新
と
関
義
臣
」
を
刊

行
し
た
。
義
臣
の
手
記
な
ど
を
ひ
も
と
き
、
坂
本
龍
馬
と
交
流
し
、
維
新
の
立
役
者

と
し
て
活
躍
し
た
郷
土
の
偉
人
の
生
き
様
に
迫
る
。 

『
写
真
ア
ル
バ
ム 

福
井
市
の
昭
和
』（
い
き
出
版
）
は
、
昭
和
の
福
井
市
内
の
市

民
の
生
活
ぶ
り
を
主
に
個
人
が
撮
影
し
た
六
百
枚
の
写
真
で
紹
介
し
た
も
の
。
小
浜

市
郷
土
研
究
会
は
『
写
真
で
見
る
今
昔 

市
制
六
十
周
年
記
念
』
を
刊
行
。
同
市
が

誕
生
し
た
一
九
五
一
年
以
前
、
30
周
年
に
あ
た
る
一
九
八
一
年
と
現
在
の
様
子
を
同

じ
ペ
ー
ジ
に
並
べ
て
紹
介
し
た
。
ま
た
『
武
生
市
街
重
ね
合
わ
せ
図
』（
武
生
立
葵
会
）

は
江
戸
時
代
、
明
治
時
代
の
市
街
地
図
に
、
ト
レ
ー
シ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
の
現
代
図
を

重
ね
て
時
代
の
変
遷
が
わ
か
る
す
ぐ
れ
も
の
。 

地
区
史
と
し
て
は
、
福
井
市
文
殊
地
区
が
『
温
故
叢
談
８
』（
村
の
歴
史
懇
話
会
事

務
局
）
を
発
行
。
今
ま
で
は
地
域
の
古
文
書
な
ど
を
調
べ
て
き
た
が
、
一
昨
年
の
大

震
災
を
き
っ
か
け
に
、
初
め
て
戦
争
や
福
井
地
震
な
ど
の
現
代
史
を
取
り
上
げ
た
。 

ほ
か
に
、
小
学
校
高
学
年
向
け
の
地
区
史
『
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
麻
生
津
』（
木
村
健
）、

あ
わ
ら
市
の
地
元
有
志
が
８
年
の
歳
月
を
か
け
て
ま
と
め
た
『
宮
谷
区
誌
』、
武
生
南

地
区
自
治
振
興
会
の
『
武
生
南
地
区
街
角
案
内
』、
８
年
ぶ
り
の
続
編
と
な
る
『
日
野

山
が
見
、
日
野
川
が
知
っ
て
い
る
武
生
盆
地
の
歴
史
２
』（
真
柄
甚
松
）、
旧
今
立
町

花
筐
自
治
振
興
会
の
冊
子
『
か
っ
き
ょ
ぅ
い
ー
よ
』、
元
大
野
市
文
化
財
保
護
審
議
委

員
が
地
区
の
歴
史
を
紹
介
し
た
『
ふ
る
郷
大
野
市
五
箇
地
区
の
あ
ゆ
み
』（
小
倉
長
良
）、

若
狭
町
下
吉
田
の
区
民
が
歴
史
や
風
土
を
ま
と
め
た
『
下
吉
田
集
落
誌
』、
主
要
な
論

考
を
ま
と
め
た
『
若
狭
の
歴
史
と
民
俗
』（
永
江
秀
雄
）
が
出
版
さ
れ
た
。『
耳
川
流

域
に
生
き
る
―
歴
史
と
暮
ら
し
・
学
び
』（
美
浜
文
化
叢
書
刊
行
会
）
は
、
終
戦
直
後

の
旧
耳
村
（
現
美
浜
町
）
の
文
化
や
産
業
な
ど
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

こ
の
ほ
か
福
井
県
は
、
県
内
の
文
化
や
歴
史
、
自
然
の
豊
か
さ
を
表
す
景
観
を
選

ん
だ
「
福
井
ふ
る
さ
と
百
景
」
を
紹
介
す
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
『
福
井
県
選
定
ふ
る
さ

と
百
景
』
を
作
成
し
た
。
福
井
県
を
特
徴
づ
け
る
１
０
０
の
テ
ー
マ
で
景
観
写
真
を

収
め
、
地
図
や
住
民
ら
の
コ
メ
ン
ト
と
と
も
に
掲
載
し
て
い
る
。 

 
 二

、
史
跡
調
査
報
告
書 

各
時
代
史 

福
井
県
教
育
委
員
会
は
『
上
舌
遺
跡
』『
大
関
東
遺
跡
』『
黒
田
寺
跡
・
下
山
古
墳

群
』『
諏
訪
間
興
行
寺
遺
跡
２
』『
天
神
山
古
墳
群
』『
朝
倉
館
跡
庭
園 

修
理
整
備
報

告
書
』
な
ど
を
、
越
前
市
教
育
委
員
会
は
『
瓜
生
助
道
Ｂ
遺
跡
』
を
、
美
浜
町
教
育

委
員
会
は
『
美
浜
町
内
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
３
』
を
、
そ
れ
ぞ
れ
発
行
し
た
。 

美
浜
町
若
狭
国
吉
城
歴
史
資
料
館
は
『
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト 

国
吉
城
の
章 

第
三
巻
』

を
刊
行
し
、
全
５
巻
の
シ
リ
ー
ズ
を
完
成
さ
せ
た
。
第
３
巻
は
、
粟
屋
越
中
守
勝
久



が
織
田
信
長
に
仕
え
た
一
五
七
〇
年
か
ら
国
吉
城
が
廃
墟
に
な
る
一
六
三
四
年
ま
で

の
歴
史
を
ま
と
め
て
い
る
。
ほ
か
に
『
百
姓
が
走
る  

私
考
・
万
延
元
年
の
村
替
え

騒
動
』（
佐
々
木
正
祐
）
は
、
江
戸
末
期
、
幕
府
直
轄
地
の
天
領
か
ら
鯖
江
藩
へ
の
「
村

替
え
」
を
阻
止
し
よ
う
と
、
村
人
た
ち
が
老
中
に
「
駕
籠
訴
」
し
た
史
実
を
、『
わ
た

し
の
“
源
平
”
歩
き
』（
福
岡
昭
子
）
は
、
県
内
や
近
県
の
平
氏
と
源
氏
に
ま
つ
わ
る

史
跡
、
逸
話
を
ま
と
め
た
。『
異
国
物
語
（
韃
靼
漂
流
記
）』（
竹
内
誠
）
は
、
竹
内
家

に
保
管
さ
れ
て
い
る
「
異
国
物
語
」
を
翻
刻
し
た
も
の
。 

 三
、
人
物 

 

福
井
県
立
こ
ど
も
歴
史
文
化
館
は
『
ふ
く
い
の
先
人
た
ち 

幕
末
』
を
刊
行
。
松

平
春
嶽
ら
、
同
館
の
常
設
展
示
な
ど
で
紹
介
し
き
れ
な
い
分
や
、
歴
史
年
表
に
は
出

て
こ
な
い
女
性
ら
計
45
人
を
紹
介
し
て
い
る
。 

福
井
市
春
山
公
民
館
は
『
春
山
の
ほ
こ
り
橋
本
左
内
先
生
』
を
、
福
井
・
新
田
塚

郷
土
歴
史
研
究
会
は
『
越
前
の
新
田
義
貞
考
』
を
発
行
。
坂
井
市
丸
岡
町
長
崎
の
称

念
寺
は
、
同
寺
と
戦
国
武
将
・
明
智
光
秀
と
の
か
か
わ
り
を
ま
と
め
た
小
冊
子
『
明

智
光
秀
公
と
時
衆
・
称
念
寺
』
を
作
成
し
た
。
ま
た
、
歴
史
研
究
家
松
原
信
之
氏
が
、

豊
臣
秀
吉
の
支
配
下
で
越
前
東
郷
槙
山
城
主
を
務
め
た
武
将
、
長
谷
川
秀
一
の
領
内

統
治
に
関
す
る
新
た
な
文
書
を
解
析
し
、「
豊
臣
政
権
と
越
前
の
長
谷
川
秀
一
（
東
郷

侍
従
）
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、『
福
井
県
地
域
史
研
究
』
第
13
号
に
掲
載
し
た
。

こ
の
ほ
か
『
梅
田
雲
浜
先
生
二
十
五
年
祭
史
料
』『
一
夕
話 

梅
田
雲
浜
先
生
略
伝
』

（
梅
田
昌
彦
）
が
い
ず
れ
も
復
刻
さ
れ
た
。 

 

福
井
市
出
身
で
明
治
期
に
活
躍
し
た
奇
術
師

松
し
ょ
う

旭
き
ょ
く

斎
天
一

さ
い
て
ん
い
ち

の
没
後
百
年
に
合

わ
せ
、
日
本
奇
術
協
会
副
会
長
の
藤
山
新
太
郎
氏
が
伝
記
『
天
一
一
代 

明
治
の
ス

ー
パ
ー
マ
ジ
シ
ャ
ン
』（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
）
を
出
版
し
た
。 

そ
の
ほ
か
、
琉
球
朝
日
放
送
報
道
制
作
局
長
の
具
志
堅
勝
也
氏
が
、
旧
今
立
町
出

身
の
国
際
政
治
学
者
若
泉
敬
の
姿
を
描
い
た
『
星
条
旗
と
日
の
丸
の
狭
間
で
』（
芙
蓉

書
房
出
版
）
を
刊
行
し
た
。 

 

四
、
各
分
野
団
体
史 

 

学
校
関
係
と
し
て
は
、
坂
井
市
立
丸
岡
中
学
校
が
『
丸
岡
中
学
校
創
立
50
周
年
記

念
誌
』
を
発
行
し
た
。
丸
岡
中
学
校
は
、
前
身
の
龍
北
、
城
東
両
中
学
校
を
統
合
し

て
誕
生
し
て
お
り
、
そ
の
歴
史
を
辿
る
資
料
と
し
て
創
立
時
か
ら
の
卒
業
ア
ル
バ
ム

な
ど
を
掲
載
、
生
徒
た
ち
が
歌
っ
た
両
中
学
校
の
校
歌
を
収
録
し
た
Ｃ
Ｄ
も
つ
け
た
。

『
勤
労
青
年
学
校
勝
山
女
子
高
等
学
院  

―
そ
の
儚
い
校
史
を
た
ど
る
―
』（
山
田
雄

造
）
は
、
県
内
唯
一
の
勤
労
青
年
学
校
と
し
て
、
勝
山
市
で
一
九
六
四
年
か
ら
９
年

開
設
さ
れ
て
い
た
、
勝
山
女
子
高
等
学
院
の
歴
史
な
ど
を
紹
介
す
る
冊
子
。 

 

そ
の
ほ
か
、
福
井
県
高
等
学
校
体
育
連
盟
登
山
専
門
部
が
『
五
十
年
史
』、
池
田
町

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
『
池
田
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
50
年
史
』（
50
周
年
記
念
事

業
実
行
委
員
会
）、
福
井
県
内
水
面
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
が
『
60
年
の
あ
ゆ
み
』、

福
井
炭
焼
き
の
会
が
『
創
立
20
周
年
記
念
誌
』、
福
井
・
麻
生
津
婦
人
会
が
『
歩
み

続
け
て
六
十
年
』、
ま
た
服
役
を
終
え
た
人
等
の
社
会
復
帰
を
支
援
す
る
福
井
福
田
会

が
『
更
生
保
護
法
人
福
井
福
田
会
百
年
史
』
を
そ
れ
ぞ
れ
発
行
し
た
。 

 
 五

、
教
育
・
民
俗
・
文
化
財 

 

お
お
い
町
教
育
委
員
会
は
『
薬
師
堂
保
存
修
理
事
業
報
告
書
』
を
発
行
。『
勝
山
藩

校
成
器
堂
』（
増
田
公
輔
）
は
16
年
ぶ
り
の
改
訂
が
な
さ
れ
た
。
勝
山
市
は
、
毎
年

２
月
下
旬
に
開
か
れ
る
「
勝
山
左
義
長
ま
つ
り
」
の
起
源
や
特
徴
を
ま
と
め
た
解
説

書
『
左
義
長
の
起
こ
り
と
奇
祭
・
勝
山
左
義
長
の
解
説
』
と
『
奇
祭
勝
山
左
義
長 

絵

行
燈
・
作
り
物
』（
勝
山
左
義
長
文
化
財
推
進
協
議
会
）
を
発
行
。『
敦
賀
の
力
石
～

先
人
が
残
し
た
文
化
遺
産
～
』（
柴
田
亮
俊
）
は
、
敦
賀
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

の
柴
田
氏
が
、
か
つ
て
力
比
べ
に
使
わ
れ
た
「
力
石
」
の
市
内
で
の
分
布
な
ど
を
ま

と
め
た
も
の
。
調
査
で
確
認
さ
れ
た
99
個
が
置
か
れ
て
い
た
場
所
や
特
徴
、
写
真
な



ど
が
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。 

 

六
、
工
業
・
産
業 

 

工
業
関
係
で
は
、
福
井
県
教
育
委
員
会
は
『
福
井
県
の
近
代
和
風
建
築
』
を
発
行

し
た
。
県
内
の
近
代
和
風
建
築
に
つ
い
て
の
出
版
は
初
め
て
の
こ
と
で
、
幕
末
か
ら

昭
和
三
十
年
代
の
調
査
対
象
物
件
２
１
１
１
件
の
リ
ス
ト
を
載
せ
、
そ
の
う
ち
特
徴

的
な
72
件
に
つ
い
て
は
、
解
説
文
や
写
真
、
図
面
を
つ
け
た
。
若
狭
町
は
『
若
狭
鯖

街
道
熊
川
宿
の
町
並
み
保
存
Ⅲ
』
を
刊
行
。『
瀧
谷
寺
伽
藍
調
査
報
告
書
』（
瀧
谷
寺
）

は
、
瀧
谷
寺
境
内
の
古
建
築
の
特
質
や
歴
史
を
調
査
し
た
報
告
書
。
坂
井
町
古
文
書

の
会
は
、『
鳴
鹿
大
堰
を
め
ぐ
る
争
い 
続
』
を
刊
行
。
小
浜
市
森
の
郷
な
か
な
た
産

物
組
合
は
、
茅
葺
き
を
見
直
す
き
っ
か
け
に
と
『
福
井
県
の
茅
葺
建
築
物
』
を
刊
行
、

県
内
各
市
町
の
文
化
財
担
当
課
や
公
民
館
な
ど
の
協
力
を
得
て
現
地
調
査
し
、
掲
載

の
許
可
を
得
た
43
箇
所
59
棟
を
掲
載
し
た
。
は
た
や
記
念
館
ゆ
め
お
ー
れ
勝
山
は
、

『
織
物
の
ま
ち
、
桐
生
と
勝
山
』
を
発
行
し
た
。 

産
業
関
係
で
は
、
若
狭
路
文
化
研
究
会
は
『
滋
賀
県
物
産
誌 
大
飯
郡
編
』（『
若
狭
路

文
化
叢
書 

第
９
集
』）
を
復
刻
し
た
。「
敦
賀
郡
編
」「
三
方
郡
編
」
に
つ
づ
く
第
３
弾
と

な
る
。
ま
た
、
か
つ
て
敦
賀
市
東
浦
地
区
か
ら
滋
賀
県
側
へ
塩
を
運
ぶ
た
め
に
使
っ
た

と
見
ら
れ
る
「
塩
の
道
」
を
、
田
中
完
一
氏
が
４
ル
ー
ト
確
認
し
、「
江
越
国
境
の
『
塩

の
道
』
再
見
」
と
題
し
て
、
日
本
海
地
誌
研
究
会
の
『
会
誌
』
第
10
号
に
掲
載
し
た
。

小
浜
市
の
市
民
グ
ル
ー
プ
・
Ｊ
Ｒ
小
浜
線
鉄
道
遺
産
を
守
る
会
は
『
小
浜
線
の
思
い

出
』
を
発
行
。
沿
線
の
人
た
ち
か
ら
の
寄
稿
を
ま
と
め
た
。 

 

七
、
文
学 

 

短
歌
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
派
の
、
福
井
県
な
ど
北
陸
を
エ
リ
ア
と
す
る
結
社
・
北
陸
ア

ラ
ラ
ギ
会
が
発
刊
す
る
短
歌
誌
『
柊
』
が
通
算
１
０
０
０
号
の
大
台
に
達
し
た
。
ア

ラ
ラ
ギ
系
の
地
方
歌
誌
と
し
て
１
０
０
０
号
を
達
成
し
た
の
は
全
国
で
初
め
て
で
あ

る
。
一
方
、
散
文
学
誌
『
青
磁
』
代
表
の
定
道
明
氏
が
、
坂
井
市
丸
岡
町
出
身
の
中

野
重
治
と
生
家
と
の
関
わ
り
を
「
竹
行
李
の
中
」
と
題
し
た
評
論
に
ま
と
め
、『
青
磁
』

29
号
で
発
表
し
た
。
同
市
丸
岡
図
書
館
が
保
管
し
て
い
る
中
野
家
の
関
連
文
書
を
調

査
し
、
史
実
内
容
を
確
認
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 
 八

、
歴
史
研
究
施
設
の
動
向 

最
後
に
各
施
設
の
主
な
特
別
展
な
ど
を
紹
介
す
る
。
福
井
県
立
歴
史
博
物
館
は
「
泰

澄
ゆ
か
り
の
神
仏
」、「
越
前
狛
犬
―
越
前
青
石
（
笏
谷
石
）
製
の
狛
犬
た
ち
」、
福
井
県
立

若
狭
歴
史
博
物
館
は
「
若
狭
を
撮
る
―
井
田
家
所
蔵
古
写
真
の
ま
な
ざ
し
―
」、
一
乗
谷
朝

倉
氏
遺
跡
史
料
館
は
「
戦
国
一
乗
谷
の
庭
園
―
伝
統
と
革
新
の
庭
園
デ
ザ
イ
ン
―
」、
福
井

市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
は
「
古
代
越
前
の
文
字
」、「
刀
剣
の
研
磨
」、「
大
坂
の
陣
と
越
前

勢
」、
み
く
に
龍
翔
館
は
「
藩
校
・
私
塾
・
寺
子
屋
と
近
代
教
育
へ
の
歩
み
―
坂
井
市
域
の

教
育
史
か
ら
―
」、
若
狭
三
方
縄
文
博
物
館
は
「
ユ
リ
遺
跡
展
―
丸
木
舟
と
と
も
に
埋
も
れ

て
い
た
ム
ラ
―
」、「
オ
オ
カ
ミ
と
人
―
自
然
か
ら
の
護
符
―
」
を
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
た
。 

 

以
上
、
紙
面
の
都
合
上
に
よ
り
、
個
人
史
、
抜
刷
な
ど
割
愛
し
た
資
料
や
、
漏
れ

た
資
料
に
つ
い
て
は
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
。 


